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　「安全」と「品質」の両立が求めら
れる通信設備工事においては、ベテ
ランの管理者が現場の画像や映像を
元に判断し指示を出す。

　国内に416ある有人島には社会イ
ンフラが整備されていない島が多数
ある。高齢化が進み福祉サービスの
充実が求められている。
　しかし、地域の公共交通手段を確
保するには多くの助成金が必要とな

通信設備工事の安全・品質管理をAIがサポート

離島の交通手段 ローカル5Gによる水陸両用船の遠隔運転

　例えば安全具の装着状況や作業エ
リアの安全確保、作業プロセスの順
守や施工内容の確認など内容は多岐
にわたる。管理者の許可が出るまで

る。また、公衆の通信インフラが敷設
されていない地域もあり、通信手段の
確保も課題である。
　そこで日本財団が主導する産学連
携のコンソーシアムにて、ローカル5G
を活用した水陸両用船の無人化に挑

施工にかかれないし、2,3日後にチェッ
クした写真から不足が発見されると、
その時点で情報検査員を向かわせる
などタイムラグが発生していた。
　エクシオグループでは現場業務を
サポートするべく安全品質AIソリュー
ションを開発。
　安全確保の分野では、スマートフォ
ンから現場の写真を送信するとAI
が判定し、危険と判断された場合は
その場で連絡が届く。品質確保分野
では、送信された施工写真を判定し
問題があれば施工者に通知する。
　現場の待ち時間や再撮影の移動時
間を大幅に削減し、検査員が現地に
赴く回数も削減することができた。

戦。2022年3月に実証実験を行い、
陸上と水上を自由に往来できる、シー
ムレスな交通や物流を実現できること
を提示した。エイビットは自社製ロー
カル5G装置を活用し遠隔操作に必要
な安定した無線通信を提供した。
　水陸両用船が陸上から水上へ入出
水、さらに水上移動する際にローカル
5Gで電波を追従し、動画データ・制
御データを送受信する。
　将来の船舶の安全性向上と低コス
トの運送手段の可能性を開くことが
できた。離島の生活利便性向上や、
地方の観光振興を実現し、将来的に
物流や福祉での転用、及び事業化の
可能性を提示した。

対象分野 通信設備工事の安全確保

対象分野 通信技術
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図　安全確保におけるAIソリューションのイメージ
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安全確保がされているかどうかを確認し、問題がある場合は施工者に通知（=指導）する。
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図　水陸両用船を地上から遠隔操作

湖上を運航する水陸両用船を地上から遠隔操作。
水陸両用船が陸上から水上へ入出水と水上移動する上でのローカル５Gおける電波追従

ローカル5G回線を経由し動画データ、制御データの安定無線通信を実現。
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